
116 新潟医学会雑誌 第111巻 第2号 平成 9年2月

第22回新 潟高 血 圧 談 話 会

日 時 平成 8年11月22日 (金)

午後6時より

会 場 新潟大学医学部有壬記念館

2階大ホ一････一′し

Ⅰ. 一 般 演 題

1)当科における高齢者の高血圧治療

-Ca抵抗薬の使用状況 と悪性睦塙 合併

を中心 に一

青池 郁夫･荒川 正昭 (新潟大学第二内科)

【は し糾 こ】

高齢者人口の増加により,高血圧を呈する高齢者は増

加傾向にあると考えられる.今臥 当科における高齢者

高血圧患者の治療状況に1いて調査,検討を行ったので

報告する.

E対象】

当科の高血圧･腎外来 (1回.:/過 :金曜日)を1994年

4月かE:っ1996年9月までの問に受診 した283例につき
検討を行い,降圧療法実施 1年末満の症例.腎不全症例,

Lifestylemodifieationのんの症例などを除外した 172

例について解析を行った.

【結果】

解析対象172例は平均年齢60±14歳 (19-92歳)で.

高齢者群 (65歳以上)は67名 (3996/)であった.若年群,

高齢者群の治療状況は各々,収縮期血圧 IL13.2±14.5

mmHg:/141.2±13mmHg(NS). 拡張期 85.8±9.8

mmHg.･･･79.1±9mmHg(p<0.0001)と高齢者群にお

には差が見られなかった.高齢者群での Ca浩抗嵐 ACE

阻害薬.利尿薬の使用状況は,単独療法46.396,2剤
併岡23.9/Oi,3剤併用 10.4.9-6.その他の薬物療法 19.4

,%であった.高齢者群において Ca括抗薬の服用履歴

は73.1.9,6をこ達 し,服用継続例は64.2,9,6'であった.

このように高齢者において Ca括抗薬は多く,また,

広く使用されているが,'96年にな(1.Pal10rらが Ca浩
抗薬による発癌の危険性iこついて AmJHyl光rtenSion.
LarlCetに報告 している.今回の検討で解析対象となっ

た173例中,降圧療法開始後に悪性腫癌の合併をみた8

例 (4.69,6J)について検討を加えた.症例は若年群3例.

高齢者群 5例であった.悪性腫壕の穂項は,肺癌 2例,

胃癌2例,肝臓癌 l凧 急性骨髄性白血病 1例,腫痔て一･一
ガ-異常 2例であった.高齢者群では5例車4例が Ca

抵抗薬の単独服用で,平均服用期間84.8ケ月であった.

【まとめ】
1)高齢者高血圧症例の73.196で Ca措抗薬を服用

したことがあEl.64.200は服岡中であった.

2)全悪性腫壕合併例で Ca括抗薬を服用 しており.

単独壕法が7506,ACEIとの併用が250｡であった.

3)Ca浩抗薬は降H三薬として組み込ふ率が高 く,多

くの症例に検討されているが.今回検討 した症例数は少

なく.二JントローJLス.タデ (-ではないため多剤との比

較は困難.

4)今後,正確な疫学調査が必要.

2)高齢者の除圧治境の問頓例

1.J, ･･ 工 ::':/㍗ : ･

高齢者高血圧の特徴の 1つに.合併症を伴う例が多い

ことがあげr)I一る.頚動脈網状硬化例も少くない, しか

し,3006以上LT)内陸狭窄例は少い.今E-_;1.頚動脈狭窄の

凝血療法によって.TIA をくり返 しながらも生存 して

いる1例を紹介し,併せてストレスによる血圧上昇 し白

衣高血圧を含む).夜間血圧についても言及 したい.

症例1は75歳,昭和51年5月4日,礁下障害で長岡赤

十字病院に入院加頼後､高血圧と NIDI)M でA先生の

外来に通院 していたが.通院困難となって平成7年6月

12札 当科に耗fH犬と粟に受診 した.同年8月7日頃よ

り.右手脱力その後進展 して右半身不全蘇峰,Broea

失語も出現.8月11日に再来.即入院 した.白衣高血圧

あった.

症例2は88歳,既往歴に TIA,狭心症がある.某病

院で加療されていたが平成4年12月6日,右上肢不全蘇

峰で当科外来を受診 した.12月8日.同症状とせん妄で

第 1回日の入院.その後計8回の入退院をくり返 してい

る.左頚動脈の bruit著明,右頚動脈の血流は測定不

鰭.降圧薬は平成6年夏まで使用 していたが,その後は

中止.第 1回目の入院時より.チ クロピジン,ワーフ丁

リンによる抗血小板,抗帝国療法中である.

有効かつ強力な除圧兼が使用できる現在,血圧上昇に

よる脳出血や脳症の予防から動脈硬化 (粥状硬化 細′｣＼

動脈硬化).動脈壊死,およびその結果としての血管障


